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　No.6

連立方程式の利用は、「文の読解力」と「図を書く力」がすべてだ!!(最後まで読んでください!　これも練習です。)
[image: image4.wmf]　連立方程式もいよいよメインイベントとも言うべき利用に入りました。文章だらけで難しそうに見えるかもしれませんが、それは「単に問題を読んでいないだけ」または「文章があるだけで難しいと最初から決めつけてしまっている」のです。問題をよく読んで、文の意味を理解できれば、作る式は計算問題より簡単なのです。なので、「毎日の朝読書」や「家での読書」に真剣に取り組み、文の意味を理解する力を付けましょう。あなたは連立方程式の計算はしっかりできているのですから、後は文を正しく理解し、式にすることができればこっちのもんです。
「毎日すすんで読書に取り組み、先生から配られた用紙や教室の掲示物を、興味を持って読むようにしましょう。」
[image: image5.wmf]問題の内容がわかれば、次に大事なことはそれを「図に書くこと」です。図に表すことでさらに問題の理解はすすみ、式づくりが簡単になります。最初は下手な図でも書けば書くほど無駄がなくなり、わかりやすい図を書けるようになります。日頃から想像力を働かせて、数学の問題以外のことでも、何でも図にしてみると良いと思います。
とにかく
「図は、書けば書くほど上手くなる!!」

のです。[image: image1.emf] 


